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去る１月８日､ 青森市県民福祉プラザにおいて ｢第

45回青森県漁村青壮年女性団体活動実績発表大会｣ が

県内漁業関係者ら約350人の出席のもと､ 開催された｡

同大会は､ 県内漁村青壮年女性団体の代表者が一堂

に会し､ 活動実績の発表を通して知識の交換と活動意

欲の向上を図り､ 沿岸漁業の振興及び漁村生活改善に

寄与することを目的に開催され､ 本年度は五団体が資

源管理や活動の成果等について発表した｡

審査結果は次のとおり｡
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去る３月３日～４日の２日間､ 東京都虎ノ門パストラルにおい

て ｢第９回全国青年・女性漁業者交流大会｣ が､ 日頃の研究・実

践活動の成果を発表するとともに､ 広く相互の知識や研究を交流

し深めることによって､ 水産業､ 漁村の発展､ 活性化のための技

術・知識などを研鑚することを目的として開催された｡

今回の大会は､ 全国から55グループが参加し､ ５部門に分かれ

て発表が行われた｡

本県からは､ 第45回青森県青壮年女性団体活動実績発表大会で

優秀賞を受賞した川内町漁協青年部が実績発表をし､ 見事最優秀

の農林水産大臣賞を受賞した｡

発表内容は､ ｢明日へつなげるナマコ資源管理―末永く獲るた

めに―｣ と題し､ 菊池傑さんが５年間にわたって続けてきた調査

からナマコの資源量や分布傾向などを発表し､ 調査をもとに貝殻

を詰めた丸篭やパールネットを使った稚ナマコの増殖試験の結果

等について説明した｡ さらに､ 親ナマコ保護などの課題を挙げ､

組織的な資源管理への取り組みの重要性を述べた｡

表彰式では､ 木村太郎農林水産大臣政務官より川内町漁協青年部へ賞状と盾が手渡された｡
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